
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ６月１８日（月）の週は、「プール開き週間」に設定して、各学 

年のプール開きが行われます。早速、１８日には４年生（２校時） 

と６年生（６校時）がプール開きを行いました。児童が進行役を 

つとめて、学校長の挨拶や担任の先生からの諸注意、児童代表の 

目標発表等を行い、久しぶりのプールを満喫したようです。水泳 

が苦手な人も意外と多いようでした。水泳の授業を通して、少し 

でもスムーズに泳げるようになってほしいと思います。 

 水泳の学習に向けて、６月４日（月）の５・６校時にはプール 

掃除がありました。３年生が更衣室や足洗い場等を担当し、４年 

生が小プール、５・６年生が大プールを担当しました。みんな一 

生懸命に、ブラシを持ったり、バケツで流したりと、頑張ってい 

ました。おかげでとてもきれいになりました。 

 

 

 

                                   ↑６年生のプール 

                                    開きの様子 

                                   ←プール掃除の様子 

                                   （ドロドロの汚れに 

                                    悪戦苦闘していま

す。） 

 

 

 

 ６月１４日（木）の給食は、いつも給食に利用されている食材を 

作っていただいている農家の方々においでいただいて、一緒に給食 

を食べる試食会でした。にんにくやたまねぎ、じゃがいも、梨、ほ 

うれんそう、ズッキーニやレモン等 ､々作っていただいている農家の 

方々の紹介があり、それぞれ学級のところに分かれて座っていただ 

き、一緒に給食をいただきました。農家の方々の日頃の仕事や思い 

を知るいい機会になったと思います。何気なく「いただきます」と 

言って食べていますが、これからは、食べ物の命や調理をしていた 

だく方々だけではなく、食材を作っていただいている方々に対して 

も感謝を込めて「いただきます」を言っておいしい給食を残さず食 

べてほしいと思います。 
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 ６月７日（木）に、不審者対応の避難訓練を行いました。 

東側の児童昇降口から不審者が侵入したという想定での訓練 

です。児童の避難の仕方はもちろんですが、職員の動きや情 

報の伝達等についても行いました。人吉警察署の生活安全課 

の方と山江駐在所の方に協力いただき、迫真の演技で不審者 

役をしていただきました。職員にとってもとても貴重な訓練 

になったようです。 

 訓練のあった次の日（６／８）は、大阪教育大学附属池田 

小学校で８人の尊い命が失われた事件があった日でした。事 

件から１７年が経ちましたが、改めて事件の悲惨さや日頃の 

備えの大切さを考える一日となりました。 

 訓練の最後には、訓練の様子を見ていただいた人吉警察署 

の方から、“命を守ること”や具体的な行動について、指導 

いただきました。場面や時間によって行動は変わると思いま 

すが、まずは「いかのおすし」を守って、自分の命を自分で 

守る行動をとってほしいと思います。 

 

 

 

 今年度から本校でも「『人権の花』運動」を始めます。４年生の取組としてやっていくことになり

ました。そこで、５月３１日（木）に開始式があり、教育長からの挨拶や花の種等の贈呈がありま

した。そして、早速いただいた種を班ごとに分かれてまきました。花を育てることで命を大切さを

学び、思いやりの心ややさしい心を育ててほしいと思います。 

 子ども達の心にもきれいな花が 

咲くことを祈っています。また、 

育てた花から実った種を今度は、 

他のところにも届けて、この人権 

の花が広がっていけば素晴らしい 

ことだなぁと思います。 

 

 

 

 

 山江村では、平成２３年度からＩＣＴ教育に取り組んでいます。昨年度から年間３回、山江村の

３校（本校と万江小と山江中）の先生方が一堂に会し、授業研究会を行っています。今年度の１回

目が本校で６月６日（水）に行われました。５時間目に４年生の「総合的な学習の時間」。プログラ

ミング教育です。２年後には、全面的に実施されるプログラミング 

教育ですが、まだまだ手探りの状況です。今年度中にはある程度の 

年間計画や授業のモデルを作成する予定です。自分でプログラミン 

グしたものを実際に動かしたり、修正したりしながら生き生きと授 

業をすすめていく児童の姿がありました。今年度の研究発表会は、 

１０月１９日（金）開催予定です。その時にも、プログラミングの 

授業を公開予定です。 


